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特定非営利活動法人 全国検定振興機構  

 

１ 事業の成果 

検定事業者同士のネットワークを構築し、連携を強化、協力して検定試験の質的向上を図った。特に昨

年からのコロナ禍において、会員からの情報を収集し、文科省とも情報共有を図った。さらに、今後の

検定試験の在り方について、質的向上委員会を中心に検討した。  

民間検定試験の第三者評価機関として、文部科学省の後援を受け、第三者評価事業を行った。コロナ禍

において、業種別ガイドラインを作成し、【新型コロナウイルス感染症対応】会場運営評価を実施し、

検定試験実施の継続に寄与した。 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【19,461】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

検定試験等の
質的向上及び
普及促進事業 

・質的向上委員会の
開催 
 
・会員交流会・情報
交換会の開催 
 
 
・会員の状況調査実
施 

7/3・9/3・
1/28  
 

11/13・

3/24 

毎月 1回 

 

航空会館及
びオンライ
ン 
全検会議室
及びオンラ
イン 

 6人 検定試
験実施
団体や
検定試
験に関
心のあ
る人々 
 

50名 

13,316 

検定試験等に
関する調査・
研究事業 

実施なし     

 0 

検定試験等に
関する集会の
開催事業 

・こども霞ヶ関見学
デー参加協力 
 
・検定試験団体に有
益な情報を提供する
研修会の開催 
 
・検定フェスティバ
ルの実施（延期） 
 

中止 
 
 
中止 
 
 
 

中止 

 2人  

 
684 
 
 

検定試験等の
評価に関する
事業 

・民間検定試験の第
三者評価 
・第三者評価の説明
会 

前期と後
期 

主たる事
務所 
 

4人 

 

検定試
験実施
団体 
 

2団体
/5会場 
 

5,460 
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